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県総合教育センター研修企画部
（所属校は令和２年度）

＜＜令和２年度長期研修生　研究主題一覧＞＞

活 ・ 研 究
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活 ・ 研 究

・研修区分の教科等、特別支援教育、教育臨床については、教育コンテンツ・データベース
「Wakaba」で閲覧することができます。

・千葉県総合教育センターWebサイトトップページ→学校支援／授業支援→学習指導案等で検
索してください。
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⑴教科等研修
⑵特別支援教育研修
⑶教育臨床研修
⑷期日指定研修
⑸企業等派遣研修
　どの研修も「主体的」であることが求めら
れるが、長期研修は特に「自主的に」「主体的
に」行うことが求められる。受け身の姿勢で
は決して１年間（企業等派遣は４か月のもの
もある）の研修をやり遂げることはできない。
　年度当初に長期研修実施要項や長期研修生
募集要項等が通知され、秋に選考が行われる。
選考に合格した者が、１月末に候補者として
主たる研修場所（大学等）を決め、次年度に
１年間の研修を行うこととなる。
　⑶教育臨床研修は、子どもと親のサポート
センターが主催機関となる研修で、教育相談
の実践的な研修と並行して大学での研修・研
究が行われる。また、⑸企業等派遣研修は、
千葉県が受け入れを依頼している企業の中か
ら研修先を選び、民間企業等の経営手法や企
業人の生き方等を学ぶ研修となっている。

５　おわりに
　総合教育センターでは、年間10回の共通研
修として、研修・研究を進めるために多岐に
わたる講座を開催している。また、長期研修
生は各分科会に分かれ、研究指導主事の指導
の下、検証授業や調査研究を行い、報告書を
完成させることとなる。
　本年度は、61名の長期研修生が、４月６日
の開講式を皮切りに研修生活を始めたところ
であり、その成果に大いに期待している。

１　はじめに
　長期研修生制度は、千葉県の誇る研修制度
の一つで、教諭や管理職の立場で１年間大学
や企業等を主たる研修場所として実践的な研
修を行うものである。「令和３年度長期研修
実施要項」をもとに、その目的、求める研修
生像、研修区分を以下に紹介する。

２　目的
　この研修は、千葉県公立学校教員長期研修
要綱に基づき、長期の研修として現職の教員
に対し、公務による長期の研修の機会を与え、
学校教育実践上の諸課題に関する研究を行う
とともに、諸研修を通して教育専門職として
の資質能力を高め、本県教育の推進者及び
指導的な立場の教員を育成することを目的と 
する。

３　千葉県の求める長期研修生像
⑴研究・研修テーマが明確であり、本県や地

域等の教育課題の解決に向け意欲をもって
取り組む者

⑵研究・研修計画・内容・方法に具体性があり、
実現に向けた実行力を備えもっている者

⑶長期研修終了後、県や地域、児童生徒・教
職員に研修成果の還元が期待でき、かつ、
今後、指導的立場として中核となっていく
意欲のある者

⑷日常の教育実践や研修に意欲的であり、そ
の経験が豊かで身に付いている者

４　研修区分
　研修区分は以下のとおりである。

県総合教育センター研修企画部

長期研修制度の概要

活 ・ 研 究
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県総合教育センター総務課『千葉教育』編集部

令和２年度
長期研修生の研究の概要について

活 ・ 研 究

　日本の若者は、自尊感情が低いといわれている。そこで本研究では、自尊感情の向上に大きな影響
を与える「自己有用感」を高めることを目的に、①再生刺激法（児童の活躍・貢献場面）の動画作成、
②良いところ見つけカードの使用、③テニス新聞の作成を手立てと定めた。教材は「ハンドテニス（第
６学年）」とし、「力強いストローク」と「打った後の動き」を重点的に指導したり、自作のラケットを使
用したりして、検証授業を行った。その結果、「自己有用感の高まり」と「技能の向上」を主とする学習
成果が得られた。これらのことから、ハンドテニスの技能向上と再生刺激法等の手立てによって、自
分と仲間の活躍や貢献を認識させることが、自己有用感の高まりに効果的であることが認められた。

　児童が「社会的事象の見方・考え方」を働かせ、思考力、判断力、表現力を成長させるための単元
モデルを考案し、第５学年の工業単元を通して検証授業を行った。モデルに基づき、「見方・考え方」
を働かせる発問や追究活動を工夫したり、社会的事象の意味に迫るためのパフォーマンス課題を用い
たりすることで、どの児童も追究の視点をもって事象の様子や特色を捉えたり、具体的な表現を用い
て事象の意味を考えたりすることができた。
　児童の追究の視点を大切にし、獲得した知識を活用して考え表現する学習活動や、そのための目的
や立場を明確にした文脈性のある課題、それらを位置付ける単元展開が、児童の思考力、判断力、表
現力を成長させるために有効であることが分かった。

八千代市教育委員会学務課主査補（前同市立南高津小学校教諭）　渡
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市川市立妙典小学校教諭（前同市立塩焼小学校教諭）　永
なが
瀬
せ
　悟
さとる

児童の自己有用感を高める体育学習の指導
－ボール運動「ハンドテニス」における実践研究を通して－

「社会的事象の見方・考え方」を働かせ、思考力、
判断力、表現力を成長させる単元モデルの作成
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　昨年度までは、『千葉教育』各号に４名（蓮号のみ２名）、年間で22名の長期研修生の研究概要
を掲載し紹介してきた。今年度は、毎号12名（蓮号のみ２名）の研究概要を掲載し、一年間かけ
て令和２年度長期研修生62名全員の研究概要を紹介することとした。
　長期研修生にとって、研究内容をわずか８行、約300字で紹介するのは、大変なことだったと思 
う。県総合教育センターのWebページには、一人８ページにまとめた研究報告書を掲載している
ので、各研究に興味をもった読者は、ぜひご覧いただきたい。


